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平
成
二
十
九
年
度
広
島
県
一
般
会
計
予
算
な
ど

六
十
一
議
案
を
可
決

　

広
島
県
議
会
は
、二
月
定
例
会
を
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
の
会
期

で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
九
年
度
広
島
県
一
般
会
計
予
算
」や「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く

り
県
民
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
会
議
に
お
け
る
核
軍
縮
・
核
不

拡
散
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
た
合
意
文
書
の
採
択
を
求
め
る
決
議
」、「
介
護
職
員
の
人
材
確

保
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、六
十
一
議
案
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
は
、県
政
運
営
方
針
、当
初
予
算
案
の
ほ
か
、県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に

つ
い
て
、五
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、十
一
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
た
ほ
か
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つい
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平成29年度当初予算の概要

重点施策における主要事業

可
決
条
例
案ひ

ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

十
七
件

可
決
決
議
案Ｎ

Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
会
議
に
お
け
る

核
軍
縮
・
核
不
拡
散
の
さ
ら
な
る

推
進
に
向
け
た
合
意
文
書
の
採
択

を
求
め
る
決
議

可
決
そ
の
他
の
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

な
ど　

十
一
件

平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計　

一
件

特
別
会
計　

十
一
件

企
業
会
計　

四
件

可
決

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計　

一
件

特
別
会
計　

十
件

企
業
会
計　

四
件

可
決

議
決
の
状
況

各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
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２月16日
２月17日
２月21日～28日
３月１日
３月２日、３日
3月７日～13日
３月15日

本会議
全員委員会
本会議
予算特別委員会
各常任委員会
予算特別委員会
本会議

開会、提案理由説明など
提案事項の説明など
代表質問、一般質問など
運営方針等協議
付託議案の審査など
参考人意見聴取・総括審査
委員長報告、議案の採決など、閉会

▼2月定例会日程 （平成29年２月16日～３月15日）

可
決
意
見
書
案

介
護
職
員
の
人
材
確
保
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

予算特別委員会名簿

委 員 長 　 緒 方 直 之
副委員長  松 浦 幸 男
副委員長  髙 木 昭 夫
委　　員  鷹 廣 　 純
委　　員  出 原 昌 直
委　　員  石 津 正 啓
委　　員  三 好 良 治
委　　員  狭 戸 尾  浩
委　　員  福 知 基 弘
委　　員  下 森 宏 昭
委　　員  金 口 　 巖
委　　員  日 下 美 香
委　　員  中 原 好 治
委　　員  冨 永 健 三
委　　員  城 戸 常 太
委　　員  山 木 靖 雄

16人

●平成29年度の一般会計予算総額は
9,779億円で、平成28年度当初予算に
比べ277億円、2.8％の減となりました。

定
例
会
の
概
要

月
二 3月2日、3日開催常任委員会の動き

補
正
予
算
四
件
、条
例
案
六
件
、そ
の
他
の

議
決
案
件
二
件
、原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
八
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

◆
広
島
が
ん
高
精
度
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
収
益
が

目
標
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、患
者
数

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
抜

本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
指
導
員
の

資
格
要
件
の
厳
格
化
等
に
伴
い
、サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

適
切
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、利
用
者
が
事
業
者
を
適
切
に
選

択
で
き
る
よ
う
、事
業
者
に
対
す
る
指

導
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
子
供
の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、周
囲
か
ら
見
え
に
く
い
貧
困

の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
調
査

方
法
等
を
検
討
し
、具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

補
正
予
算
三
件
、条
例
案
一
件
、そ
の
他
の

議
決
案
件
三
件
、原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
七
件
、条
例
案
二
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
二
件
、

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

◆
繰
越
明
許
費
に
は
、経
済
対
策
に
よ
る

事
業
分
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
趣
旨
に
鑑
み
、可
能
な
限
り
早
期

執
行
に
努
め
、本
県
経
済
の
活
性
化
、

住
民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
よ
う

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
広
島
空
港
に
お
け
る
経
営
改
革
導
入
に

当
た
っ
て
、地
域
と
し
て
目
指
す
将
来
の

目
標
数
値
を
策
定
す
る
際
に
は
、空
港

経
営
改
革
へ
の
積
極
的
な
関
与
が
期
待

さ
れ
る
民
間
企
業
な
ど
か
ら
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、県
を
初
め
と
し
た
幅
広
い
地
元

関
係
者
と
運
営
権
者
が
連
携
し
て
民

間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
空
港
運
営

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、県
が
主
体
と

な
っ
て
機
運
醸
成
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

主
な
質
疑
事
項

◆
県
民
へ
の「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民

税
」の
使
途
に
対
す
る
周
知
を
十
分
に

検
討
し
、実
行
さ
れ
た
い
こ
と
。ま
た
、

国
が
検
討
中
の
、森
林
環
境
保
全
の
た

め
の
新
税
の
動
向
を
踏
ま
え
、ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
と
の
関
係
に
つ

い
て
調
整
さ
れ
た
い
こ
と
。

◆
広
島
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、年
度
ご
と
の

点
検
が
可
能
と
な
る
指
標
の
設
定
な
ど

に
努
め
る
と
と
も
に
、地
方
創
生
の
実

現
を
全
庁
的
に
推
進
さ
れ
た
い
こ
と
。

◆
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
、事

業
主
体
が
定
ま
ら
な
い
中
、検
討
が
長

期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、設
置
場
所
や

開
設
時
期
な
ど
の
着
地
点
を
見
据
え
な

が
ら
、検
討
を
進
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
二
件
、

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

付
託
議
案
の
審
査
結
果

主
な
質
疑
事
項

◆
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
か
ら
発
生
す
る
凶
悪

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、増
員
さ

れ
る
警
察
官
を
含
め
適
正
な
人
員
配

置
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。ま
た
、改
正

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
警
察
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。

◆
複
雑
・
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
被
害
の

根
絶
に
向
け
て
、通
信
事
業
者
や
市
町

と
も
連
携
し
て
被
害
防
止
対
策
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
本
県
産
業
の
活
性
化
に
は
、県
内
中
小

企
業
へ
事
業
に
必
要
な
資
金
を
円
滑
に

供
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
経
済
動
向
に
適

切
に
対
応
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
な

ど
に
よ
り
県
の
融
資
制
度
の
利
用
促
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

文
教
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

総
務
委
員
会

警
察・商
工
労
働
委
員
会

建
設
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

の
開
幕
を
控
え
た
現
在
の
取
り
組
み

状
況
な
ど

【その他】

現
場
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
有
害
鳥
獣

被
害
の
防
止
対
策
の
取
り
組
み
な
ど

【その他】

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
設
置

に
向
け
た
海
外
の
教
育
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど

【その他】

◆
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、事
業
完
了

の
遅
れ
が
経
営
に
直
接
影
響
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、計
画
的
な
執
行
と

進
行
管
理
及
び
農
林
漁
業
者
と
の
調

整
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
、活
動
状
況
や
成
果
の
広
報
・
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、森
林
を
県
民
共

有
の
財
産
と
し
て
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、効
果
的
な
執
行
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

◆
家
畜
伝
染
病
の
国
内
外
で
の
発
生
状
況

を
継
続
的
に
注
視
し
、畜
産
農
家
へ
の

適
切
な
情
報
提
供
と
衛
生
管
理
の
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、徹
底
し
た
防
疫

体
制
の
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。

◆
日
本
の
領
土
や
領
海
に
つ
い
て
、教
員
が

適
切
に
指
導
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。ま
た
、北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
、ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
の
着
用
等
に
よ
る
、早
期
解
決
に
向

け
た
機
運
醸
成
を
図
ら
れ
た
い
こ
と
。

◆
高
校
生
の
バ
イ
ク
の
三
な
い
運
動
及
び

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み
は
、禁

止
す
る
よ
り
危
険
性
や
利
便
性
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、社
会
情

勢
を
踏
ま
え
、実
態
に
即
し
た
見
直
し

等
を
検
討
さ
れ
た
い
こ
と
。

◆
県
立
広
島
大
学
に
お
け
る
、国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
資
格
に
よ
る
入
試
枠
設
定
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、志
願
者
の
増
加
に
つ
な

が
る
大
学
の
魅
力
づ
く
り
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

県
民
生
活
に
係
る
相
談
窓
口
の
周
知
・

広
報
の
強
化
な
ど

【その他】

【その他】
福
山
市
鞆
地
区
に
お
け
る
防
災
対
策

の
進
め
方
な
ど

【その他】
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど

予
算
規
模

一般会計  …  9,779億円（前年度対比 △2.8％）
特別会計  …  3,174億円（前年度対比 △5.8％）
企業会計  …  595億円（前年度対比 △7.5％）

　
本
紙
の
巻
頭
写
真
を
撮
影
し
た
、庄
原
格
致
高
校
写
真
部
の

小
松
真
利
亜
さ
ん
に
、宇
田
議
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、生
徒
と
懇
談
し
、「
ス
イ
ー
ツ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」な
ど
同

校
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
活
動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

巻
頭
写
真
撮
影
の
高
校
生
に
感
謝
状
を
贈
呈

H
IR
O
SH
IM
A
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創業・新事業展開等支援事業など
◎ 新たな経済成長 　　　　　　　　  総額75億円 

「ひろしま さとやま未来博2017」開催事業など
◎ 豊かな地域づくり 　　　   　　　　 総額9億円 

ひろしま版ネウボラ構築事業など
◎ 人づくり　　　　　　　　　　　　総額63億円 「広島県『みんなで減災』県民総ぐるみ運動」

推進事業など

◎ 災害に強いまちづくり　　　　　  総額199億円

「がん対策日本一」推進事業など
◎ 安心な暮らしづくり 　　　　　　　総額52億円

国際平和拠点ひろしま構想推進事業など
◎ 広島の価値の共鳴・共振 　　　　　 総額４億円

一
般
会
計
の
内
訳

収入
総額

9,779億円

県税：
3,505億円（35.9%）

地方交付税：
1,585億円（16.2%）

その他：
197億円（2.0％）

繰入金：342億円
（3.5%）

地方譲与税：
486億円（5.0%）

諸収入：
522億円（5.3％）

国庫支出金：
975億円（10.0%）

地方消費税清算金：
1,020億円（10.4%）

支 出
総額

9,779億円

福祉や医療など：
2,067億円（21.1%）

学校教育など：
1,934億円（19.8%）

借入金の返済：
1,566億円（16.0%）

その他：
1,634億円（16.7%）

農林水産業の振興など：
279億円（2.9%）

地域振興や防災・
危機管理など：
444億円（4.5%）

商工業振興など：
489億円（5.0%）

警察活動など：
623億円（6.4%）

道路・河川の整備など：
743億円（7.6%） 県債：

1,147億円（11.7%）

2月定例会
◆平成29年度広島県当初予算を可決
◆本会議における質問・答弁（２、３面）
◆予算特別委員会における審議の状況、常任委員会の
　動きなど（４面）

予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
状
況

　

二
月
二
十
八
日
に
設
置
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、三
月
七
日
に
五
人
の
参
考
人
か
ら
意
見

聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、三
月
八
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、知
事
の
出
席
の
も
と
で
総
括
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
議
案
の
審
査
結
果　

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業
会
計　

可
決（
全
会
一
致
）

　

 

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

　

出
島
廃
棄
物
処
分
場
に
つ
い
て
は
、廃
棄
物
の
搬
入
が
見
込
み

を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
あ
ら
ゆ
る
方
策
で
処
分

量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
有
害
物
質
の
搬
入

防
止
に
向
け
た
安
全
性
の
確
認
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

が
ん
対
策
日
本
一
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

が
ん
対
策
基
本
法
の
改
正
も
踏
ま
え
、が
ん
患
者
の
就
労
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
、が
ん
に
罹
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
生
活
を

送
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
対
策
に
向
け
て
は
、運
転
免
許

の
自
主
返
納
の
促
進
や
、先
進
安
全
自
動
車
の
購
入
助
成
制
度
の

創
設
、地
域
で
の
き
め
細
か
な
公
共
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
移
動

手
段
の
確
保
な
ど
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　

 

豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
「
ひ
ろ
し
ま 

さ
と
や
ま
未
来
博
2
0
1
7
」に
つ
い
て
は
、マ
ス

コ
ミ
等
を
活
用
し
、機
運
醸
成
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。ま
た
、中

山
間
地
域
に
お
け
る
多
様
な
人
材
の
交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
蓄

積
が
図
ら
れ
る
よ
う
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
主
体
に
対
し

て
、未
来
博
の
意
図
を
し
っ
か
り
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、

終
了
後
も
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
こ
と
。

　

広
島
西
飛
行
場
跡
地
周
辺
の
道
路
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

既
に
東
西
を
結
ぶ
道
路
が
渋
滞
し
て
い
る
中
、今
後
、近
隣
に
大

型
複
合
施
設
が
開
業
し
さ
ら
な
る
混
雑
が
予
見
さ
れ
る
こ
と
も

踏
ま
え
、周
辺
の
交
通
状
況
調
査
を
事
前
に
実
施
し
た
上
で
道
路

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　

広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、共
同
事

業
者
で
あ
る
広
島
市
が
、新
た
な
大
規
模
事
業
の
計
画
を
公
表
す

る
な
ど
今
後
の
公
共
投
資
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、速
や

か
に
当
初
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
い
こ
と
。

　

企
業
誘
致
及
び
県
外
へ
の
企
業
転
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
に

も
、市
街
化
調
整
区
域
な
ど
の
都
市
計
画
区
域
の
区
分
に
つ
い

て
は
、柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

 

新
た
な
経
済
成
長

　

人
口
減
少
と
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、地
域

社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、県
内
に
お
け
る
起
業

な
ど
へ
の
支
援
を
通
じ
、雇
用
拡
大
や
経
済
波
及
効
果
に
つ
な
が

る
持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
打
開
し
、競
争
力
の
あ
る
産

業
へ
と
育
て
て
い
く
た
め
、県
の
有
す
る
技
術
の
活
用
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
。ま
た
、持
続
的
な
林
業
経
営
の
確
立
の
た

め
の
生
産
性
の
向
上
や
、瀬
戸
内
海
に
お
け
る
持
続
的
な
漁
業
生

産
の
確
保
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

台
湾
は
本
県
に
と
っ
て
経
済
交
流
の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要

な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、政
府
と
の
関
係
強
化
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

産
業
団
地
な
ど
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、本
県

に
お
け
る
物
流
が
京
浜
地
区
や
阪
神
地
区
な
ど
、東
向
き
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
、こ
う
し
た
流
れ
を
念
頭
に
十
分
検
討
し

対
応
さ
れ
た
い
こ
と
。

　

 

人
づ
く
り

　

ひ
ろ
し
ま
版
ネ
ウ
ボ
ラ
構
築
事
業
に
つ
い
て
は
、専
門
性
の
高

い
職
員
の
継
続
的
な
確
保
策
や
、将
来
の
全
県
展
開
を
見
据
え
た

安
定
的
か
つ
継
続
的
な
運
営
が
可
能
と
な
る
制
度
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。ま
た
、効
果
的
な
事
業
運
営
に
当
た
り
、

母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組

み
や
、医
師
会
等
と
連
携
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
家
庭
の
早
期
発
見
な

ど
の
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、施
設
整
備
や
保
育
士
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
女
性
に
手
厚
い
支
援
が
あ
る

一
方
で
、在
宅
育
児
に
公
的
な
支
援
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
踏

ま
え
、在
宅
育
児
に
対
す
る
手
当
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
も
、検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

広
島
版「
学
び
の
変
革
」に
つ
い
て
は
、平
成
三
十
年
度
か
ら
の
全

県
展
開
に
向
け
、研
究
成
果
や
実
践
例
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
と
と

も
に
、県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
に
つ
い
て
は
、県
民
に
、設
置

場
所
等
の
説
明
を
丁
寧
に
行
う
と
と
も
に
、開
校
ま
で
時
間
が
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
、校
長
や
教
員
の
早
期
確
保
を
図
る
ほ
か
、生
徒
募

集
に
当
た
っ
て
は
、卒
業
後
の
進
路
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。あ
わ
せ
て
、ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
両
面
で
の
国
の
支
援
を
求

め
ら
れ
た
い
こ
と
。

「
ひ
ろ
し
ま 

さ
と
や
ま
未
来
博
2
0
1
7
」

「ひろしま県議会だより」は、県の施設、市町窓口、県内のコンビニエンスストアなどでも配布しています。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

082-222-9600 gikaichousa@pref.hiroshima.lg.jpFAX ＭＡＩＬ

〒730‐8509 広島市中区基町10‐52
広島県議会事務局 政策調査課

あて先 082-513-4743TEL


